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９月定例会の内容を中心にお伝えします。

－平成31年２月発行  議会だより京丹後の表紙写真を募集いたします－
◉お問い合わせは議会事務局へ（TEL.0772-69-0010）

（久美浜町一区秋祭り宵宮） 表紙写真は、久美浜町の藤原可苗さんにご提供いただきました。

12月定例会の予定
11月28日／本会議（招集日）
12月10日／本会議（一般質問）
12月11日／本会議（一般質問）
12月12日／本会議（一般質問、議案審査）
12月21日／本会議（最終日）



◉グラフで見る一般会計決算（平成29年度）

市税
51億3118
（14.7％）

扶助費
52億0432
（15.5％）

公債費
45億9557
（13.6％）普通建設事業費

38億1421
（11.3％）

その他
15億3780
（4.4％）

府支出金
24億5156
（7.0％）

補助費等
28億8091
（8.6％）

繰出金
43億4030
（12.9％）

物件費
49億4544
（14.7％）

国庫支出金
36億5839
（10.5％）

市債 
33億7770
（9.7％）

地方交付税
143億7710
（41.3％） 自主財源

27.1％

依存財源
72.9％

その他 10億7565（3.1％）

積立金 8億6976
（2.6％）

災害復旧事業費 5億9264（1.8％）

人件費
53億5052
（15.9％）

繰越金 9億2354（2.7％）

寄附金 2億7203（0.8％）
繰入金 16億6979

（4.8％）
使用料及び手数料

5億8892
（1.7％）

その他
5億5275
（1.6％）

分担金及び
負担金
2億8420
（0.8％）

歳　入
348億2496

歳　出
336億693241.9％

任
意
的
経
費

45.0％

義
務
的
経
費

投資的経費
13.1％

〈 歳 出 〉〈 歳 入 〉

（単位：万円）
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◆決算概要

◎厳しい財政状況  ―  最小の経費で最大の効果を
平成29年度一般会計決算は、歳入決算額348億2496万円、歳出決算額336億

6932万円で、形式収支は11億5564万円の黒字となっているが、前年度に続き単
年度収支（29年度だけの純粋な収支）が２億6763万円の赤字となっている。
財政構造の弾力性を判断する指標である経常収支比率は94.9％と上昇してい

る。将来負担比率など４つの財政健全化判断比率は適正な数値の範囲内ではあ
るが、前年度より上昇し、比較的高い水準で推移している。
一般会計は、依然として厳しい財政状況であり、公正で合理的かつ効果的な

事業運営により最小限の経費で最大の効果を得ることが求められる。

◎市民と地域がキラリと「光り輝く」まちへ  ―  基本計画の推進
小規模多機能自治の調査研究、京丹後未来ラボの創設、子育て支援医療費の

助成を18歳まで拡大、移住・定住促進など人口減少対策。
丹後ちりめん創業300年事業実行委員会への支援、森本工業団地立地企業への

操業支援、美食観光のまちづくり推進経費、オリンピック・パラリンピックホ
ストタウン推進事業。
新シルク産業創造事業見直し、エコエネルギーセンター廃止関連経費など。

◎早期復旧と市民生活の確保へ  ―  突発的事態への対応
豪雨や台風被害など被災者支援、災害復旧経費５億5371万円。
豪雪による除雪・排雪経費７億2813万円。

９
月
定
例
会

　

平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
10
月
３
日
の
会
期
で
開
催
。
平
成
29

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
審
査
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
・
条

例
や
陳
情
な
ど
、
56
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

平成29年度一般会計決算
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◆決算概要

◎介護サービス事業特別会計──体制強化と経営改善を
介護報酬の減額と若手職員の退職などで利用者の受け入れやサービス実績が低下し、一般会計から繰入

金が4000万円である。経費の削減や体制の強化、施設の稼働率を高めるなど経営方針を立て改善が求めら
れる。

◎公共下水道事業特別会計──接続率の向上を
下水道への接続率目標の61.5％に対して接続率の実績は57％である。引き続き環境への影響など市民に

周知し接続率の向上を図る必要がある。

◎水道事業会計──慢性赤字の解消を
事業収益は７年連続の赤字である。慢性的赤字に対

する経営改善が課題となっている。

◎病院事業会計──医師の招へいが要
常勤の医師体制が不十分な中、弥栄病院では過去最

高、久美浜病院は過去３番目の医業収益を上げた。医
師を招へいし医療提供体制を確立することが収支改善
の要であり課題である。

平成29年度特別会計・企業会計決算

安定給水を図るための中野浄水場更新工事

一般会計から特別会計・企業会計への繰り入れ状況
会 計 名 称 歳　入 歳　出 形 式 収 支 一般会計繰入金

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 80億7454万円 79億2367万円 1億5087万円 4億4106万円

国民健康保険直営診療所事業 4億8168万円 4億5253万円 2915万円 7502万円

後期高齢者医療事業 7億2533万円 7億1861万円 672万円 2億4031万円

介護保険事業 62億8232万円 62億145万円 8087万円 8億5857万円

介護サービス事業 6億235万円 5億8860万円 1375万円 4000万円

簡易水道事業 17億3713万円 16億7507万円 6206万円 3億8965万円

集落排水事業 4億1959万円 4億177万円 1782万円 2億4600万円

公共下水道事業 28億437万円 27億5346万円 5091万円 8億6700万円

浄化槽整備事業 2億7902万円 2億5707万円 2195万円 9700万円

工業用地造成事業 1億8922万円 1億8638万円 284万円 1億8390万円

企 

業 

会 

計

水道事業
収益的 7億1695万円 7億4006万円 △2311万円

5124万円
資本的 2149万円 2億9526万円 △2億7377万円

病院事業
収益的 68億2811万円 69億9428万円 △1億6617万円

9億2034万円
資本的 33億5850万円 35億5722万円 △1億9872万円



◉�子ども医療事業は、償還払いで毎月申請のため、利便性などの点で課題もある。手続きが煩雑な償還払い
でなく、現物支給にするよう早急に検討し、精査・改善して「子育て環境日本一」と市民が実感できる施
策とすべきである。

◉�移住促進事業では、移住者が孤立せず、受け入れ地域に溶け込める環境づくりが必要である。また、移住
先となる地域のライフラインを維持していく必要もあるため、しっかりした移住促進の基本計画を立てて
推進すべきである。

◉�料金徴収の一環としてのコンビニ収納は、その利便性から若い世代を中心に増え、一定の成果がある。し
かし、手数料が金融機関の５倍以上であるため、基本的には口座振替を勧め、コンビニ収納は遅延や督促
時の納付など補完的な役割とすべきである。

分科会での主な意見

～平成29年度 決算審査～
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◆分科会審査

主な課題と論点! 総務分科会

小さな集落への移住は、費用対効果の点で課題
はないか。補助事業の対象となる条件や考え方は。

市の制度では移住促進計画の作成、府の制度では
移住促進区域の指定区域であることが条件である。

移住者が孤立せず、地域に溶け込める環境づくり
という課題があるのではないか。

移住者が望む地域という目線、地域が望む移住
者という目線がかみ合うことが理想である。

移住促進事業の課題は

問

問

答

答

18 歳まで医療費助成が拡大されたが、実績が
少ない。申請漏れや制度周知に問題はないか。

見込みに比べ実績が少ない結果となったが、
現金償還型制度を、該当者へのパンフレット
配付や、ラジオ等での広報により力を入れ、
周知を図っていく。

子ども医療事業を拡充するための課題は

問

答

コンビニ収納は、高い手数料が必要となるが、
市にとってメリットがあるのか。

コンビニ収納は、金融機関の口座振替や窓口
での取り扱いに比べ、およそ５倍の手数料が
かかる。市民が納付しやすいという点ではメ
リットだが、市の負担が増えるため口座振替
が理想である。

コンビニ収納のメリットと課題は

問

答

移住者の増加が期待される移住支援センター

・子ども医療事業を利用しやすくするために
・コンビニ収納の取り扱いはどう考えていくか
・移住促進を進める上での課題は



◉�「にじいろノート」を活用するなど、情報を共有しサポートするシステムと体制が必要である。特に成長
の段階に応じて専門的な人員が配置されることを強く望む。
◉�不登校が増加していることは問題である。小中一貫教育の連携・交流の課題、不登校の分析や支援セン
ターとの連携、学校体制など検証すべきである。
◉�両病院ともに医師の休養などによる医療体制が不十分の中、医業収益が上がったことは評価できる。今後も経
営指数に留意し、医療体制などの充実に努めるとともに患者のニーズに応えるようさらなる改善が求められる。

分科会での主な意見
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◆分科会審査

主な課題と論点! 文教厚生分科会

子育て支援センターは、希望者のニーズに応えら
れているのか。

スペースが狭いため曜日の限定や登録制にしてい
る。不便をかけていることは認識している。

切れ目のない発達支援体制には課題がないか。

一つの課が継続的に見ていくことにはならないが、
見立てや支援は引き継いでいる。

橘小学校区から、放課後児童クラブ開設の要望
があるが。

32 年度の子ども・子育て支援事業計画の改定に
合わせ、ニーズ調査も踏まえて検討する。

子育て環境日本一はまだ課題が多いと考えるが

問

問

問

答

答

答

完全実施から２年が経過、成果と課題は。

質の高い教育が進んでおり、全国学力テストで結
果として出ている。課題は、人材の配置など、マ
ンパワーの充実が必要である。

新学習指導要領への対応は。

英語については府の加配教員を中心に、基本計
画を見直し、３２年度に向けて取り組んでいる。

今後に向けての課題は。

学園ごとの協議会の位置付けの整理、授業改善
に向けての取り組みを充実することである。

小中一貫教育の評価と検証をすべきと考えるが
問

問

問

答

答

答

経営改革プランの目標が達成できない要因は。

弥栄病院は、過去最高の医業収益があったが、
新棟建築に係る経費、外科医師の休養、産婦人
科で出生が減ったことなどによるものである。

久美浜病院は、整形外科医の異動、２名の医師
の休養などによるものである。

経費の削減策は。

両病院ともに、診療報酬加算や材料購入のメー
カーとの直接交渉など努力をしている。いずれに
しても、医師の招へいが最大の課題である。

医療体制の確保のため医師の招へいは最大の課題
問

問

答

答

答

中学校の合唱祭に参加する小学生

・子育て支援の総合的な推進状況と課題
・小中一貫教育の推進状況と課題
・市立病院の経営状況と課題



◉�京丹後市観光協会（海の京都ＤＭＯ京都地域本部）体制の建て直し、早急なテコ入れが必要である。

◉�ふるさと就職フェアや保護者向けの勉強会などが市内企業の人材確保につながることを期待したい。

◉�農業者の所得が低いため、後継者不足や耕作放棄につながる。市の方針をしっかり定める必要がある。

◉�特定空家の行政代執行は、財政的にも大きな負担となることが明らかになった。今後は相続財産管理人制

度の活用に期待したい。

◉�下水道への接続率が前年より2.6ポイントの伸びであったが、必達目標にまだまだ到達していない。引き

続き下水道事業への理解や支援策の周知を図り、努力されたい。

分科会での主な意見
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◆分科会審査

・新シルク事業は市内企業への引き継ぎを
・急がれる有害鳥獣個体処理施設の整備
・美食観光の推進状況は

主な課題と論点! 産業建設分科会

サン・セバスティアン市への事前調査視察の
成果は。

調査を踏まえ、30年度には、旅館・レストラ
ン、6次産業化された加工・販売の方など、食
の取り組みについて5名の方に視察に行っても
らうことになった。

美食観光の推進状況について

問

答

サルの個体数調整は29年度で終了か。

下宇川地域のＣ群とＢ群は継続して捕獲する
予定である。

個体処理施設建設の進捗状況は。

3月末に個体処理検討委員会から回答があり、
岡山方式により場所の検討をしていたが、北
海道方式を推す提案もあったため、再度検討
している。

有害鳥獣対策について
問

問

答

答

成果が期待される新シルク産業

民間事業者との取り組みの進捗状況はどうか。

大量に飼育する技術を自ら取得するとともに、事
業化に向けて検討していただいている。

国からの交付金の期限が32年度であるが、それ
までに成果は出せるのか。

大量飼育については一定目途が立ち、２年前倒し
て30年度で成果を出そうとしている。残り２年で
企業に引き継いでいく予定である。

問

問

答

答

新シルク産業創造事業の進捗状況は
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分
改
善
さ
れ
た
。

○
山
陰
近
畿
自
動
車
道
、
京

丹
後
大
宮
I
C
以
北
の
地

籍
調
査
や
ア
ク
セ
ス
道
路
に

つ
い
て
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
経
済
基
盤
の
整
備
が
確

実
に
前
進
し
て
い
る
。

○
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
廃
液
の
漏
水
事
故
に

端
を
発
し
、
長
期
の
財
政
見

通
し
の
中
で
廃
止
決
定
さ
れ

た
こ
と
、
新
シ
ル
ク
産
業
創

造
事
業
で
、
大
学
と
地
元
の

民
間
事
業
者
の
共
同
研
究
に

絞
り
経
費
も
縮
減
さ
れ
た
こ

と
は
評
価
し
た
い
。

○
美
食
観
光
の
ま
ち
推
進
事

業
は
「
食
の
王
国
の
ま
ち
づ

く
り
宣
言
」
の
有
言
実
行
が

な
さ
れ
た
。
全
庁
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
。

○
学
校
情
報
化
推
進
事
業
に

よ
り
小
学
校
6
年
生
の
全
教

室
に
電
子
黒
板
が
導
入
さ

れ
、
現
場
の
先
生
か
ら
も
好

評
で
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な

る
整
備
に
期
待
す
る
。

○
合
併
算
定
替
特
例
措
置
分

の
普
通
交
付
税
が
逓
減
す
る

中
で
、
経
常
的
な
歳
出
は
増

え
、
さ
ら
な
る
歳
出
の
抑
制

が
求
め
ら
れ
る
が
、
必
要
な

も
の
に
は
手
立
て
が
必
要
で

あ
る
。

【
賛
成
17
・
反
対
４
で
認
定
】

◆決算審査討論

賛
成
討
論

反
対
討
論

廃止されたエコエネルギーセンター

内水対策に効果が期待される内ヶ森ポンプ場

一  般  会  計

決 算 認 定 の 討 論
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【
主
な
質
疑
】

譲
渡
を
前
提
に
10
年
間

土
地
を
貸
し
付
け
、
そ
の
後

に
譲
渡
す
る
、
と
い
う
方
式

も
加
え
た
。
こ
の
こ
と
で
平

成
27
年
に
㈱
韋
城
製
作
所
が

進
出
さ
れ
た
が
、
今
回
の
企

業
進
出
に
も
こ
の
方
針
変
更

が
寄
与
し
た
の
か
。

企
業
の
資
金
繰
り
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
賃
貸

後
の
譲
渡
方
式
と
い
う
の
は

誘
致
に
と
っ
て
は
非
常
に
有

益
な
方
法
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
イ
ン
パ
ク
ト
㈱
は

１
０
０
人
規
模
で
操
業
と
の

こ
と
だ
が
「
運
送
加
工
業
」

と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
業

務
内
容
か
。

「
運
送
加
工
業
」
と
は
、

倉
庫
に
あ
る
商
品
か
ら
必
要

な
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
新
た
に
包
装
し
て
発
送

す
る
「
運
送
業
と
物
流
業
」

の
二
つ
を
備
え
た
も
の
で
あ

る
。
通
販
大
手
の
「
ア
マ
ゾ

ン
」
の
よ
う
な
形
の
業
態
で

あ
る
。㈱

真
田
は
、
野
菜
の
乾

燥
加
工
を
す
る
と
の
説
明
で

あ
っ
た
が
、
何
を
ど
れ
く
ら

い
加
工
出
荷
さ
れ
る
予
定

か
。
ま
た
、
そ
の
野
菜
は
京

丹
後
産
か
。

「
ト
ウ
ガ
ラ
シ
」
の
加

工
を
年
間
１
０
０
ト
ン
計
画

さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
与
謝

野
町
で
栽
培
し
て
い
る
が
、

京
丹
後
市
で
も
契
約
栽
培
し

た
い
と
聞
い
て
い
る
。
他
に

は
「
き
な
粉
」
の
製
造
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

【
賛
成
討
論
】

　
平
成
27
年
に
分
譲
方
式
を

変
更
し
た
こ
と
で
、
企
業
が

立
地
し
や
す
く
な
っ
た
。
日

本
イ
ン
パ
ク
ト
㈱
は
、
倉
庫

業
を
拠
点
に
、
近
隣
の
ま
ち

に
も
経
済
効
果
を
も
た
ら
す

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
㈱

真
田
の
「
京
都
産
に
こ
だ

わ
っ
た
製
品
を
届
け
る
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
森
本

工
業
団
地
に
ふ
さ
わ
し
い
企

業
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

問答問答問

答

◆財産の処分

２社の進出が決まった森本工業団地の第１区画

「日本インパクト株式会社」95人の新規雇用予定（正規雇用55人）
○譲渡面積／約３万8200㎡　○譲渡金額／３億7817万1118円

経済の回復基調や高速道路の延伸効果

森本工業団地

新たに２社が進出
「日本インパクト株式会社」【本社】京丹後市峰山町／運送加工業
「株式会社真田」　　　　　【本社】京都市東山区／食品加工業

工業団地面積の約７割を占める「第１区画」を２社で分割　

「株式会社真田」 20人の新規雇用予定（正規雇用３人）
○譲渡面積／約１万6200㎡　○譲渡金額／１億4948万0976円
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過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
は
平
成
28
年
度
か
ら

５
カ
年
計
画
。
過
疎
対
策
を

新
た
に
活
用
す
る
場
合
は
毎

年
事
業
計
画
の
変
更
が
必
要
。

今
回
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
な
ど
６

事
業
を
追
加
変
更
す
る
た
め

同
計
画
を
変
更
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

現
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
事
業
と

今
回
追
加
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業
と
の
関
連
は
。

運
営
事
業
は
ソ
フ
ト
事

業
と
し
て
既
に
計
画
に
入
っ

て
い
る
。
今
回
の
整
備
事
業

は
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
新
た

に
事
業
計
画
に
追
加
。

合
併
特
例
債
が
５
年
延

長
さ
れ
過
疎
債
の
み
な
ら
ず

特
例
債
も
活
用
で
き
る
が
。

ど
ち
ら
も
活
用
で
き
る

場
合
が
多
い
。
過
疎
債
は
充

当
率
が
１
０
０
％
、
特
例
債

は
95
％
で
過
疎
債
が
若
干
有

利
だ
が
実
務
的
に
は
財
源
確

保
の
た
め
両
方
を
準
備
し
て

い
る
。過

疎
債
か
合
併
特
例
債

か
の
選
択
は
、
事
業
内
容
に

応
じ
て
決
定
す
る
の
か
。

両
起
債
の
該
当
要
件
に

沿
っ
て
振
り
分
け
る
。
双
方

に
該
当
す
る
場
合
は
有
利
性

を
優
先
す
る
が
基
準
や
規
制

を
加
味
し
て
選
択
す
る
。

計
画
変
更
に
よ
る
過
疎

債
の
活
用
は
い
つ
か
ら
か
。

９
月
の
変
更
に
よ
り
平

成
30
年
度
の
事
業
か
ら
対
象

と
な
る
。

【
意
見
交
換
】

京
丹
後
市
は
過
疎
地
域
の

市
内
全
域
指
定
、
ま
た
合
併

特
例
措
置
の
延
長
に
よ
り
特

例
債
と
過
疎
債
と
い
う
有
利

な
市
債
が
使
え
る
な
ど
財
源

の
確
保
が
よ
り
容
易
と
な
っ

た
。
市
民
の
生
活
向
上
に
向

け
た
事
業
計
画
の
整
備
を
求

め
る
。

有
利
な
財
源
と
は
言
え
債

務
で
あ
り
、
し
っ
か
り
返
済

計
画
を
立
て
財
政
規
律
に
留

意
を
し
つ
つ
、
市
民
福
祉
に

直
結
し
た
施
策
の
展
開
を
望

む
。

　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

問答問答問

答問答

診
療
報
酬
の
基
準
上
、
弥

栄
病
院
の
総
病
床
数
を
２
０

０
床
か
ら
１
９
９
床
と
す

る
。ま

た
一
般
病
床
の
一
部
を

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
転
換

し
、
急
性
期
経
過
後
の
患
者

の
機
能
回
復
を
図
り
、
安
心

し
た
在
宅
復
帰
を
可
能
と
す

る
。

【
主
な
質
疑
】

病
床
数
を
２
０
０
床
以

下
と
す
る
事
で
交
付
税
や
加

算
額
に
影
響
は
な
い
の
か
。

加
算
の
減
額
は
な
い
。

ま
た
交
付
税
も
病
床
数
の
増

減
と
は
関
係
は
な
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

の
転
換
に
よ
る
効
果
は
。

年
間
で
約
６
千
万
円
の

増
収
と
患
者
の
身
体
機
能
の

回
復
に
よ
っ
て
在
宅
復
帰
へ

の
目
標
が
可
能
と
な
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

の
転
換
の
全
国
的
傾
向
は
。

診
療
報
酬
の
改
定
で
加

算
が
つ
き
転
換
が
加
速
。
府

内
で
は
48
病
院
と
な
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
ニ
ー

ズ
が
高
く
病
床
の
不
足
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

患
者
の
状
況
に
応
じ
て

判
断
す
る
が
、
現
材
の
状
況

で
は
、
18
床
あ
れ
ば
十
分
。

久
美
浜
病
院
で
の
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
の
運
営
は
。

現
在
の
状
況
で
は
困

難
。
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
員
や

病
床
の
一
定
の
広
さ
に
課
題

が
あ
る
。

【
意
見
交
換
】

病
床
数
の
減
床
に
よ
る
交

付
税
の
算
入
に
影
響
も
な

く
、
年
間
約
６
千
万
円
の
増

収
が
見
込
め
る
。
今
後
久
美

浜
病
院
で
も
包
括
ケ
ア
病
床

の
開
設
に
向
け
て
体
制
を
整

え
て
ほ
し
い
。

【
賛
成
討
論
】

病
床
変
更
は
報
酬
基
準
を

有
効
に
運
用
し
、
さ
ら
に
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
の
開
設
で

患
者
の
身
体
機
能
の
回
復
と

安
心
し
た
在
宅
復
帰
に
結
び

つ
く
。
地
域
医
療
の
充
実
と

病
院
経
営
の
向
上
に
期
待
す

る
。

　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

問答問答問答問

答問答

市
民
、
市
民
以
外
を
問
わ

ず
一
律
で
あ
る
市
立
病
院
の

入
院
費
に
係
る
個
室
使
用
料

の
額
を
、
本
市
に
住
所
を
有

し
な
い
者
は
３
割
の
割
増
し

と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

市
民
以
外
の
者
は
使
用

料
が
割
増
し
と
な
る
が
、
学

生
や
里
帰
り
出
産
者
の
扱
い

は
。学

生
で
転
出
し
て
い
て

も
扶
養
者
が
市
内
在
住
で
あ

れ
ば
割
増
し
し
な
い
。
里
帰

り
出
産
は
市
内
在
住
で
な
け

れ
ば
割
増
し
対
象
と
な
る
。

近
隣
の
公
立
病
院
の
割

増
し
の
状
況
は
。

豊
岡
病
院
が
３
割
、
京

都
市
立
病
院
は
２
割
、
ま
た

兵
庫
県
や
大
阪
府
の
公
立
病

院
の
ほ
と
ん
ど
が
２
割
か
ら

３
割
増
し
と
し
て
い
る
。

割
増
し
の
効
果
は
。

平
成
29
年
度
試
算
で
弥

栄
病
院
は
年
間
約
２
５
０
万

円
、
久
美
浜
病
院
で
は
約
１

０
０
万
円
の
増
収
見
込
み
。

割
増
し
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。割

増
し
し
て
も
近
隣
の

民
間
病
院
と
は
変
わ
ら
な
い

の
で
、
利
用
者
が
大
幅
に
減

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【
意
見
交
換
】

病
院
事
業
に
は
一
般
会
計

か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
が
あ

る
。
今
回
、
経
営
改
善
の
一

環
と
し
て
市
外
の
者
の
個
室

使
用
料
の
割
増
し
改
正
は
時

節
を
得
た
も
の
。
た
だ
し
里

帰
り
出
産
者
の
個
室
料
に
つ

い
て
は
市
民
と
同
額
の
扱
い

を
検
討
す
べ
き
。

　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

問答問答問答問

答

◆条例

弥栄病院の新病棟個室

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
一
部
変
更

病
院
事
業
に
係
る
使
用
料
、

　
　
　
　
　
　
　
　
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

病
院
事
業
条
例
の
一
部
改
正



補
正
予
算
第
3
号
３
億
4
4
7
6
万
円

災
害
復
旧
工
事
費
な
ど
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◆補正予算

災
害
復
旧
事
業

現
年
発
生
の
林
業
用
施

設
の
予
算
は
市
債
が
使
わ

れ
て
い
る
が
、
農
業
用
施

設
、
公
共
土
木
に
は
市
債

が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

林
業
災
害
は
2
7
0
0

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ

れ
は
本
復
旧
で
府
の
補
助

金
と
負
担
金
、
災
害
復
旧

事
業
債
を
活
用
す
る
た
め

で
あ
る
。
一
方
、
農
業
用
施

設
、
公
共
土
木
に
つ
い
て
は

測
量
設
計
や
修
繕
費
が
中

心
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
起

債
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
工
事

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
、
子
ど
も
の
命
に
関
わ
る

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
改
修

の
現
状
と
通
学
路
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
調
査
は
京
都
府
土
木

事
務
所
の
技
師
に
協
力
を

求
め
て
、
目
視
で
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
小
学
校

で
３
カ
所
、
中
学
校
で
１
カ

所
。
公
の
道
路
等
不
特
定

多
数
の
方
が
通
る
場
所
に

つ
い
て
は
改
修
工
事
を
優

先
し
、
早
急
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
緊
急

的
な
修
繕
予
算
等
が
あ
る

の
で
峰
山
中
学
校
は
そ
の

予
算
で
対
応
し
て
い
る
。

指
定
管
理
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
撤
去
の
対
象
は

交
流
ハ
ウ
ス
、
旧
法
務
局
、

旧
町
民
セ
ン
タ
ー
等
の
施

設
と
な
る
が
、
工
事
費
を
組

ん
で
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て

は
行
政
財
産
、
普
通
財
産

に
関
わ
ら
ず
全
て
の
箇
所

を
点
検
し
た
。
基
準
に
不

適
合
と
な
っ
た
部
分
か
ら

撤
去
を
行
う
。
安
全
対
策

が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
柵
等
の
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

今
後
、
予
算
化
を
検
討
し

て
い
く
。

木
造
遊
具
の
整
備
要
望

道
の
駅
て
ん
き
て
ん
き

丹
後
の
周
辺
の
木
造
遊
具

撤
去
工
事
後
の
対
応
は
何

か
考
え
て
い
る
の
か
。

地
元
区
長
か
ら
も
整
備

要
望
な
ど
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
遊
具
は
遺
跡
公
園

に
あ
る
が
、
現
在
は
ロ
ー

プ
等
で
利
用
禁
止
と
し
て

い
る
。
整
備
す
る
と
い
う

よ
り
、
ま
ず
は
、
撤
去
を

行
う
た
め
の
補
正
予
算
を

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

地
元
区
と
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
賛
成
討
論
】

○
７
月
の
豪
雨
災
害
を
は

じ
め
と
し
た
災
害
復
旧
事

業
費
は
、
補
正
第
２
号
と

合
わ
せ
る
と
６
億
１
８
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
被
災

者
支
援
と
し
て
販
売
農
家

等
を
対
象
と
し
た
農
業
等

再
生
緊
急
支
援
補
助
金
や

災
害
復
旧
融
資
特
別
補
助

金
、
被
災
中
小
企
業
者
等

事
業
再
開
緊
急
支
援
補
助

金
な
ど
、
早
く
支
援
を
決

め
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

○
公
共
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て

撤
去
改
修
が
で
き
た
こ
と

や
、
新
庄
川
の
河
川
改
修

に
伴
う
橋
梁
架
け
替
え
工

事
の
予
算
措
置
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
安
心
安
全
へ

の
配
慮
と
し
て
評
価
す
る
。

○
指
定
管
理
施
設
大
規
模

改
修
事
業
に
お
い
て
、
道

の
駅
て
ん
き
て
ん
き
丹
後

周
辺
木
製
遊
具
撤
去
事
業

の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
こ

と
は
、
市
民
の
声
が
反
映

さ
れ
た
も
の
と
し
て
評
価

す
る
。
再
び
使
用
で
き
る

よ
う
に
、
行
政
、
市
民
の

議
論
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

問答問答

問答

問答

◉災害復旧事業費…………………………2億6100万円
 ◇7月豪雨災害等で被災された販売農家等を対象に緊急支援補助金。早期再開を支援する。

◉中学校施設整備事業…………………………868万円
 ◇ブロック塀を点検した結果、基準不適合のブロック塀を改修するもの。
 　また、30年7月豪雨の際に、雨漏りが確認された中学校屋上の防水工事を行う。

◉小学校施設整備事業…………………………240万円
 ◇ブロック塀を点検した結果、基準不適合のブロック塀を改修するもの。

◉道の駅てんきてんき丹後周辺木製遊具撤去……64万円
 ◇指定管理施設の木製遊具を撤去するもの。

急がれる危険なブロック塀の改修

補
正
予
算
の
主
な
質
疑



エコバッグ利用で環境に優しい暮らしを
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◆一般質問

網
野
最
終
処
分
場
の
埋

め
立
て
終
了
が
近
づ
い
て

い
る
。
新
施
設
の
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

建
設
候
補
地
は
三
カ

所
。
最
短
で
37
年
度
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

建
設
に
は
30
億
か
ら

40
億
の
費
用
が
か
か
る
。

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
施

設
の
延
命
化
に
つ
な
が
る
。

そ
し
て
財
源
を
別
の
有
効

な
施
策
に
ま
わ
せ
る
。
ご

み
減
量
の
中
で
特
に
発
生

抑
制
が
重
要
だ
と
考
え
る

が
取
り
組
み
は
。

そ
の
通
り
だ
。
啓

発
に
お
い
て
職
員
が
出
向

く
出
前
講
座
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

学
校
で
も
出
前
講
座
が

実
施
で
き
な
い
か
。

可
能
で
あ
る
。

事
業
者
、
市
民
と
の
取

組
み
に
お
い
て
他
市
や
海

外
で
は
レ
ジ
袋
の
有
料
化

の
動
き
が
進
ん
で
い
る
が

検
討
は
。ポ

イ
ン
ト
還
元
を

し
て
い
る
事
業
者
も
あ
る
。

少
し
ず
つ
取
り
組
み
が
広

が
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

病
後
児
保
育
に
お
い
て

課
題
は
。
他
市
で
は
病
児

保
育
に
変
更
し
て
利
用
が

増
え
た
と
い
う
こ
と
が
あ

る
が
ど
う
考
え
る
か
。

回
復
期
の
児
童
が

対
象
と
な
る
た
め
当
日
の

キ
ャ
ン
セ
ル
や
市
内
一
カ

所
の
た
め
利
用
が
し
づ
ら

い
と
い
う
状
況
も
あ
る
。

ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
運

用
も
点
検
し
て
い
く
。

空
き
施
設
と
な
る
浅
茂

川
保
育
所
を
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す

る
と
の
こ
と
だ
が
。

来
年
か
ら
整
備
す

る
。
登
録
者
対
象
と
な
る

が
年
齢
制
限
を
行
わ
ず
、

開
放
日
も
設
け
、
受
け
入

れ
の
充
実
を
図
り
た
い
。

定
員
が
い
っ
ぱ
い
で
希

望
す
る
園
に
子
ど
も
が
預

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
が
。

乳
児
保
育
が
増
え

て
い
る
。
保
育
士
の
確
保
、

受
け
入
れ
体
制
に
課
題
が

あ
る
。
募
集
の
仕
方
、
保

育
士
の
確
保
も
含
め
現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問市
長

問市
長

問教
育
長

問

市
長

問市
長

問市
長

問市
長

9月定例会 一般質問

市政を問う
～議会を傍聴しましょう！～

一般質問を平成30年9月11日、12日、13日の日程で行い、
19人の議員が質問し、市長や教育長に答弁を求めました。

掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネルでの
放送や京丹後市ホームページで配信していますのでご覧ください。

http://www.city.kyotango.lg.jp

京丹後市議会 検索

ご
み
減
量
に
つ
い
て
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
べ
き

市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
求
め
て

い
く

市
長

丹　政　会

東 田 真 希



庁舎跡地を持続可能な地域づくりの拠点に

土砂がいっぱいに堆積した治山ダム

2018.11　（12）

◆一般質問

中
学
生
対
象
の
ま
ち
づ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

６
町
域
で
差
が
あ
る
。
地

域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
せ
る
の
で
は
。

ふ
る
さ
と
へ
の
気
づ

き
や
郷
土
へ
の
愛
着
の
観

点
で
行
っ
た
。
中
学
生
も

含
め
た
地
域
づ
く
り
は
重

要
で
あ
り
結
果
を
共
有
し

な
が
ら
地
域
で
考
え
る
動

き
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
庁
舎
再
配

置
計
画
は
、
経
費
節
減
や

効
率
化
を
目
的
と
し
た
が
、

地
域
拠
点
で
あ
る
市
民
局

の
在
り
方
や
６
地
域
の
振

興
に
つ
い
て
も
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

様
々
な
政
策
で
、

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
や

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
身
近
な
窓
口
と

し
て
市
民
局
を
維
持
し
、

地
域
や
市
民
の
利
便
性
は

確
保
し
て
い
き
た
い
。
市

長
直
轄
的
な
組
織
に
市
民

局
を
置
き
、
よ
り
地
域
の

声
が
聞
こ
え
、
施
策
が
伝

わ
り
や
す
い
体
制
を
整
え

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

想
い
を
聞
き
、
慎
重
か
つ

し
っ
か
り
と
進
め
た
い
。

合
併
特
例
債
延
長
の

決
定
で
急
ぐ
理
由
が
無
く

な
っ
た
。
計
画
の
延
長
は
。

庁
舎
機
能
と
し
て
当

面
の
安
全
対
策
は
で
き
る
。

時
間
を
掛
け
最
終
処
分
場

や
市
民
生
活
向
上
の
た
め

の
基
盤
整
備
等
、
全
体
事

業
の
一
つ
と
し
て
庁
舎
再

配
置
は
検
討
す
る
。

持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
は
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
輪
で
の
整
備
が
必
要
。

６
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や

附
帯
決
議
で
指
摘
し
た
将

来
の
庁
舎
の
在
り
方
を
ど

う
す
る
の
か
。

現
在
、
用
途
地
域

指
定
に
向
け
た
調
査
や
、

将
来
の
都
市
機
能
や
拠
点

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
若

い
世
代
や
女
性
に
よ
る
未

来
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
W
S
）
で
検

討
し
て
い
る
。

　

任
期
中
に
、
社
会
情
勢

も
見
な
が
ら
20
年
後
を
見

据
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
、

庁
舎
や
市
民
局
の
在
り
方

も
含
め
て
、
広
範
な
考
え

方
の
中
で
検
討
し
た
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
な
ど
の
考
え
方

に
つ
い
て
の
基
準
は
。

避
難
勧
告
は
、
災
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

ま
っ
た
場
合
に
、
避
難
を

進
め
る
も
の
で
あ
り
、
避

難
指
示
は
、
ま
だ
避
難
し

て
い
な
い
人
に
対
し
て
、

一
番
強
く
呼
び
か
け
る
も

の
で
あ
る
。

避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
な
ど
が
発
令
さ

れ
た
場
合
、
市
民
に
ど
の

よ
う
な
行
動
が
求
め
ら
れ

る
の
か
。台

風
な
ど
の
接
近
に

よ
り
、
早
め
の
避
難
所
の

開
設
を
行
っ
て
い
る
。
飲

み
物
や
食
べ
物
、
医
薬
品

な
ど
を
準
備
し
、
早
め
の

避
難
を
お
願
い
し
た
い
。

避
難
所
開
設
は
地
域
と

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
が

協
議
で
き
て
い
る
か
。

職
員
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
、
地
域
と
連
携
が
必

要
だ
。
弥
栄
町
で
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
防
災

訓
練
で
は
、
避
難
所
運
営

に
取
り
組
ま
れ
た
。
地
域
に

根
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、

情
報
の
共
有
に
努
め
た
い
。

府
の
管
理
河
川
は
、
改

修
や
浚
渫
な
ど
の
要
望
に

対
応
で
き
て
い
る
の
か
。

府
の
対
応
は
ど
う
か
。

毎
年
要
望
は
行
っ
て

い
る
。
峰
山
町
で
は
小
西

川
、
網
野
町
で
は
福
田
川

な
ど
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
７
月
に
は
、
佐
濃

谷
川
の
河
川
計
画
を
策
定

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

定
期
的
に
堆
積
し
た
土

砂
の
浚
渫
が
必
要
と
考
え

る
が
計
画
は
あ
る
か
。

30
年
度
は
準
用
河
川

が
２
河
川
、
普
通
河
川
は

４
河
川
等
、
緊
急
時
に
は

適
宜
行
っ
て
い
る
。

砂
防
ダ
ム
が
い
っ
ぱ
い

と
な
っ
た
場
合
、
浚
渫
は

し
な
い
の
か
。

土
砂
を
た
め
る
こ
と

に
よ
り
河
床
勾
配
を
確
保

す
る
も
の
で
、
基
本
的
に

浚
渫
等
は
行
わ
な
い
。

京
都
府
に
対
し
て
要
望

で
き
て
い
る
か
。

丹
後
町
で
は
２
カ
所

の
砂
防
ダ
ム
が
建
設
中
で

あ
る
。
積
極
的
な
検
討
を

お
願
い
し
て
い
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

災
害
時
に
市
民
は
ど
の
よ
う
に
対
処

す
べ
き
か早

め
早
め
の
行
動
を
心
が
け
て
い

た
だ
き
た
い

市
長

丹　政　会

中 野 勝 友

輝
く
地
域
の
創
造
、
持
続
可
能
な

地
域
未
来
戦
略
は

将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

Ｗ
Ｓ
で
検
討
し
た
い

市
長

丹　政　会

谷 津 伸 幸



砂の堆積は河川災害の大きな要因

問われる行政の対応

（13）　2018.11

◆一般質問

７
月
豪
雨
か
ら
の
検
証

豪
雨
で
の
市
民
の
避
難

率
は
低
い
。
検
証
は
。

夜
間
で
状
況
が
悪
く

屋
内
な
ど
最
善
の
避
難
行

動
を
指
示
。
今
後
も
適
切

な
情
報
提
供
が
課
題
。

「
空
振
り
」
を
恐
れ
ず
、

常
に
早
い
段
階
で
の
避
難

情
報
が
市
民
の
命
を
救
う
。

市
の
認
識
は
。

状
況
に
応
じ
本
来
の

基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
早
め

に
避
難
行
動
を
指
示
。

避
難
指
示
は
避
難
勧
告

以
上
の
避
難
所
体
制
の
充

実
が
必
要
。
職
員
体
制
は

万
全
だ
っ
た
の
か
。

予
測
で
き
な
い
豪
雨

で
あ
り
、
体
制
強
化
も
考

え
た
が
夜
間
の
職
員
移
動

も
危
険
で
体
制
は
万
全
で

は
な
か
っ
た
。
課
題
だ
。

避
難
指
示
時
に
お
け

る
職
員
配
置
計
画
が
必
要
。

計
画
は
あ
る
の
か
。

経
験
を
生
か
し
今
後

作
成
し
て
い
き
た
い
。

避
難
所
の
体
制
は
市
職

員
だ
け
で
は
無
理
。
地
域

連
携
型
の
避
難
所
運
営
計

画
の
作
成
が
必
要
で
は
。

長
期
避
難
の
場
合

市
職
員
だ
け
の
運
営
に
限

界
。
地
域
と
連
携
し
避
難

所
運
営
の
方
向
を
探
る
。

交
通
網
の
遮
断
で
市
立

病
院
の
医
師
等
医
療
救
護

体
制
へ
の
影
響
は
。

常
勤
医
師
は
病
院
付

近
や
市
内
に
居
住
。
影
響

は
な
い
。
災
害
時
の
都
度

体
制
は
整
え
て
い
る
。

自
主
防
災
会
に
よ
る
情

報
や
行
動
支
援
は
命
の
減

災
に
直
結
。
市
と
の
関
わ

り
を
検
証
す
べ
き
で
は
。

災
害
共
助
で
の
自
主

防
災
会
の
地
域
活
動
は
重

要
で
心
強
い
。
今
後
も
活

動
支
援
を
強
化
し
て
共
に

災
害
対
応
に
あ
た
る
。

市
外
所
有
者
の
被
災
空

き
家
は
公
的
支
援
が
皆
無
。

最
後
は
地
域
住
民
の
負
担

に
な
る
。
支
援
策
の
必
要

性
は
な
い
の
か
。

法
律
や
府
市
条
例
で

も
制
度
化
は
難
し
い
。

樹
木
や
砂
の
堆
積
は
河

川
災
害
の
要
因
。
計
画
的

な
浚
渫
が
必
要
だ
が
。

状
況
に
応
じ
て
対
応

す
る
。
府
民
公
募
制
度
の

活
用
も
有
効
な
手
段
。

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

京
丹
後
市
と
し
て
買
物

弱
者
の
実
態
は
。

国
で
は
様
々
な
考
え

方
が
あ
る
が
、
移
動
手
段

を
持
た
な
い
方
を
買
物
弱

者
と
捉
え
て
い
る
。
人
数

は
把
握
し
て
い
な
い
。

実
態
が
把
握
で
き
て
い

な
い
中
で
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
る
の
か
。

公
共
交
通
の
２
０
０

円
バ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
ヘ
ル
パ
ー

の
活
用
等
で
あ
る
。
今
後

は
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
持

続
で
き
る
地
域
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

買
物
弱
者
の
解
決
策

は
、
地
域
に
①
店
を
つ
く

る
②
物
を
届
け
る
③
移
動

手
段
の
確
保
で
あ
る
。
店

を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て

の
市
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
等
の
補
助
金
が
あ
る
。

宇
川
地
区
で
ス
ー
パ
ー

が
撤
退
す
る
と
の
報
道
が

あ
り
、
地
元
区
長
も
市
に

要
望
に
行
っ
た
。
合
併
以

来
、
丹
後
町
、
と
り
わ
け

宇
川
地
区
は
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
る
地
区
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
京
丹
後
市
の

至
る
所
で
起
き
て
く
る
と

予
想
で
き
る
。
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。
市
長

の
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
る

と
思
う
が
。

合
併
協
議
会
で
は
、

委
員
の
方
か
ら
宇
川
地
域

は
平
成
の
合
併
に
最
後
の

期
待
を
し
て
い
る
と
聞
い

た
。
そ
の
後
、
宇
川
地
区

で
は
様
々
な
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
る
事
は
承
知
し

て
い
る
。
地
元
区
長
の
要

望
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
受

け
、
担
当
課
で
情
報
収
集

を
行
い
対
策
も
考
え
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
地

域
に
寄
り
添
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

宇
川
地
区
の
要
望
の
解

決
策
は
、
ま
ず
宇
川
地
区

で
考
え
る
。
そ
の
後
に
行

政
の
支
援
を
求
め
て
い
る
。

改
め
て
市
長
の
考
え
は
。

宇
川
地
区
の
今
ま
で

と
違
う
力
強
さ
を
感
じ
て

い
る
。
京
丹
後
市
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

市
長
の
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る

市
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
取
り
組

み
た
い

市
長

丹　政　会

池 田 惠 一

７
月
豪
雨
の
全
市
内
へ
の
避
難
指
示
。

避
難
率
は市

内
全
域
の
避
難
率
は
、
77
人
で

０
・
１
４
％

市
長

清　和　会

行 待 　 実
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◆一般質問

学
校
再
配
置
計
画
は

平
成
32
年
度
で
終
了
す
る
。

平
成
31
年
４
月
に
間
人
小

学
校
と
豊
栄
小
学
校
の
再

配
置
で
現
計
画
は
終
了
す

る
が
、
現
時
点
で
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

今
後
、
学
校
再

配
置
計
画
全
体
の
事
業
を

総
括
す
る
。
現
在
、
特
に

課
題
が
あ
る
と
は
聞
い
て

い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が

多
く
な
り
、
学
校
が
元
気

に
な
っ
た
と
の
評
価
を
受

け
て
い
る
。

今
後
複
式
学
級
の
編
成

が
予
測
さ
れ
る
小
規
模
校

が
あ
る
の
か
。

平
成
35
年
度
に

宇
川
小
学
校
、
平
成
36
年

度
に
吉
野
小
学
校
で
複
式

学
級
が
予
測
さ
れ
る
。

複
式
学
級
の
編
成
が
予

測
さ
れ
る
小
規
模
校
の
統

合
の
考
え
は
。

今
は
計
画
の
途

中
段
階
で
あ
り
、
学
校
再

配
置
全
体
の
教
育
上
の
効

果
、
課
題
の
検
証
、
保
護

者
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
、

総
括
を
し
て
い
な
い
の
で

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援
の

充
実
を若

い
世
帯
の
Ｕ
タ
ー
ン

者
へ
は
、
特
に
支
援
の
充

実
が
必
要
と
考
え
る
。
現

在
の
移
住
支
援
策
で
は
補

助
要
件
に
２
親
等
以
内
は
、

空
家
改
修
支
援
等
に
除
外

要
件
が
あ
る
が
、
２
親
等

以
内
で
も
可
と
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。

２
親
等
の
件
は
、
個

人
の
財
産
形
成
に
資
す
る

よ
う
な
助
成
は
、
極
力
排

除
す
る
考
え
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

若
い
子
育
て
世
帯
の
Ｕ

タ
ー
ン
は
、
地
域
の
活
性

化
、
人
口
増
、
消
費
行
動

等
地
域
に
対
し
て
の
寄
与

度
は
大
き
く
、
特
に
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

家
族
で
帰
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

補
助
制
度
を
充
実
す
れ
ば

Ｕ
タ
ー
ン
が
増
え
る
と
限

ら
な
い
が
、
今
後
い
ろ
い

ろ
な
制
度
を
研
究
し
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問市
長

問

市
長

平
成
29
年
度
決
算
で
は

実
質
単
年
度
収
支
は
マ
イ

ナ
ス
10
億
円
を
超
え
２
年

連
続
の
赤
字
だ
っ
た
。
人

口
減
少
・
高
齢
化
等
の
諸

般
の
事
情
か
ら
考
え
る
と

赤
字
解
消
は
到
底
無
理
と

考
え
る
。
必
要
に
応
じ
て

市
民
に
負
担
を
お
願
い
す

る
の
か
。公

共
施
設
の
使
用
料

や
各
種
手
数
料
な
ど
の
改

定
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
大
き
な
台
風
や
豪

雪
が
発
生
し
な
い
場
合
で

も
、
36
年
に
は
財
政
調
整

基
金
が
０
に
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
場
合

ど
ん
な
不
都
合
が
想
定
さ

れ
る
か
。災

害
復
旧
の
補
正
予

算
さ
え
も
組
め
な
い
。

旧
６
町
の
合
併
の
際
の

「
飴
玉
」
で
あ
っ
た
普
通

交
付
税
の
増
額
分
措
置
が

32
年
度
で
終
了
す
る
。
身

の
丈
以
上
に
膨
れ
上
が
っ

た
歳
出
・
財
政
規
模
を
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
す
る
必

要
は
な
い
か
。
人
口
は
減

少
す
る
が
社
会
保
障
関
連
、

病
院
・
上
下
水
道
他
へ
の

歳
出
の
見
通
し
は
。

人
件
費
を
含
め
歳
出

は
徐
々
に
大
き
く
な
り
抑

制
は
非
常
に
難
し
い
。

40
億
円
以
上
か
か
る
ゴ

ミ
の
最
終
処
分
場
の
建
設
、

耐
震
性
の
低
い
網
野
庁
舎

の
解
体
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

こ
の
上
さ
ら
に
市
役
所
本

庁
舎
、
途
中
ヶ
丘
競
技
場
、

図
書
館
の
建
設
は
厳
し
い

財
政
を
危
機
に
も
追
い
や

り
か
ね
ず
、
人
口
も
減
る

将
来
世
代
を
押
し
潰
す
怖

れ
さ
え
あ
る
が
市
長
の
考

え
は
。

合
併
特
例
債
を
利
用

し
で
き
る
だ
け
将
来
世
代

の
負
担
を
軽
く
す
る
。

36
年
ま
で
の
、
災
害
に

備
え
た
楽
観
的
・
中
庸
・

悲
観
的
財
政
運
営
計
画
を

３
通
り
提
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。「
見
え
る
化
」
に

よ
り
理
事
者
・
職
員
・
議
会
・

市
民
の
間
で
財
政
認
識
の

共
有
を
図
り
、
新
規
事
業

の
実
施
の
可
否
と
時
期
や
、

歳
入
増
・
歳
出
抑
制
対
策

の
検
討
・
調
整
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
市
長
の
考
え
は
。

新
市
建
設
計
画
変
更

の
際
に
提
示
す
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問

市
長

続
「
財
政
運
営
は
持
続
可
能
か
」

市
民
の
適
正
な
負
担
を
お
願
い
し

た
い

市
長

創　　　明

浜岡大二郎

将
来
複
式
学
級
が
予
測
さ
れ
る
学

校
の
統
合
は

再
配
置
計
画
終
了
後
の
総
括
の
評

価
結
果
に
よ
る

教
育
長

創　　　明

吉 岡 豊 和
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◆一般質問

平
成
29
年
度
の
府
内

観
光
入
込
客
数
は
、
約

８
６
８
７
万
人
。
観
光
消
費

額
は
約
１
兆
１
８
８
７
億

円
。
市
の
入
込
客
数
や
観

光
消
費
額
は
府
内
全
域
の

２
・
５
％
し
か
な
く
、
地
域

間
の
偏
在
が
顕
著
で
あ
る
。

滞
在
型
観
光
の
成
果
や
課

題
は
。

食
へ
の
評
価
は
高
い

が
、
滞
在
時
間
が
短
い
こ

と
や
市
の
認
知
度
が
低
い
。

官
民
一
体
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
始
ま

る
地
方
創
生
と
い
う
観
光

と
ア
ウ
ト
ド
ア
の
一
体
型

の
取
り
組
み
が
あ
る
。
新

た
な
地
域
経
済
に
寄
与
す

る
と
考
え
る
が
、
行
政
と

ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と

提
携
の
考
え
は
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
事

情
を
踏
ま
え
た
経
緯
の
中
、

非
公
募
や
公
募
で
区
や
地

元
な
ど
が
管
理
、
ま
た
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
し

て
い
る
。
個
別
具
体
的
な

検
討
に
な
る
。

人
が
常
に
訪
れ
活
気
あ

る
地
域
に
す
る
た
め
、「
観

光
」
と
い
う
要
素
に
若
い

世
代
の
新
た
な
視
点
や
考

え
を
取
り
入
れ
、
地
域
の

魅
力
を
結
び
付
け
る
必
要

が
あ
る
。
交
流
を
通
し
て

滞
在
時
間
を
増
や
す
活
動

の
支
援
策
は
。

体
験
・
滞
在
型
を
通

し
て
交
流
を
増
や
し
、
若

者
も
面
白
い
と
思
え
る
観

光
へ
転
換
し
、
旅
の
幸
福

化
や
観
光
消
費
額
を
高
め

て
い
く
。
今
後
は
、
旅
育

推
進
協
議
会
の
検
討
を
し

て
い
る
。

住
民
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に

買
物
を
す
る
場
所
が
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
宇

川
地
域
の
住
民
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

高
齢
化
に
よ
る
免
許

返
納
で
車
で
の
移
動
が
困

難
な
方
や
、
村
の
商
店
も

閉
ま
る
現
状
が
あ
る
。
個
々

の
現
状
に
合
っ
た
支
援
を

検
討
し
て
い
る
。

住
民
の
声
を
聴
い
た
上

で
、
行
政
の
対
策
は
。

民
間
の
活
力
も
踏
ま

え
て
、
各
課
と
連
動
し
て

い
き
た
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

Ｉ
タ
ー
ン
・
移
住
定
住

者
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

移
住
相
談
員
等
の

方
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、

移
住
相
談
は
５
０
３
件
あ

り
、
内
51
人
、
32
世
帯
が

移
住
さ
れ
た
。
30
年
度
の

新
規
事
業
と
し
て
、
移
住

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
、

地
域
雇
用
促
進
協
議
会
が

実
施
す
る
ふ
る
さ
と
バ
ス

事
業
が
あ
る
。

移
住
奨
励
金
な
ど
市
の

施
策
が
あ
る
の
か
。

移
住
支
援
と
し
て

は
、
空
家
改
修
補
助
金
を

京
都
府
の
助
成
金
と
合
わ

せ
て
最
大
１
８
０
万
円
の

交
付
を
行
っ
て
お
り
、
全

国
的
に
は
高
い
方
で
あ
る
。

高
校
卒
業
後
、
京
丹
後

市
に
住
み
た
い
又
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
い
子
ど
も
達
に
対

し
て
施
策
な
ど
あ
る
の
か
。

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン

の
た
め
の
施
策
や
本
市
で

就
労
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
就
職
面
接
会
・
企
業
合

同
説
明
会
や
魅
力
発
信
の

映
像
・
企
業
情
報
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
製
作
・
配
布

等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

60
歳
代
、
70
歳
代
の

方
は
と
て
も
元
気
で
あ
る

の
で
高
齢
者
と
呼
ば
な
い
。

表
記
を
考
え
て
は
。

60
歳
70
歳
又
80
歳

代
の
方
も
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
も
農
業
や
福
祉
の
分

野
で
中
心
に
な
っ
て
働
き

活
躍
さ
れ
て
い
る
。
地
域

に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切

な
役
目
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
高
齢
者
の
表

記
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て

い
る
。
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
で
な
く
積
極
的
な
形
と

し
て
考
え
て
い
く
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
る
。

学
校
や
公
共
施
設
の
空
調

設
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か小

・
中
学
校
や
公
共
施

設
の
空
調
設
備
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

普
通
教
室
は
来
年
か

ら
全
て
の
小
・
中
学
校
で

設
備
完
了
。
特
別
教
室
は

ト
イ
レ
の
改
修
後
に
考
え

て
い
く
。
市
民
体
育
館
は
、

老
朽
化
で
修
繕
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

空
調
な
ど
は
現
時
点
で
は

対
応
は
難
し
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

若
者
の
発
想
か
ら
観
光
と
一体
型
の

ア
ウ
ト
ド
ア
を

四
季
の
体
験
・
滞
在
型
の
魅
力
づ

く
り
を
進
め
る

市
長

新　星　会

櫻 井 祐 策

人
口
減
少
対
策
の
成
果
は

移
住
相
談
員
等
が
頑
張
っ
て
い
る

新　星　会

中 野 正 五

市
長
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早期に都市拠点の整備が求められる

2018.11　（16）

◆一般質問

市
民
意
識
の
形
成
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
民
意
識
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
団
体

等
も
統
合
さ
れ
る
中
、
一

体
感
や
市
民
意
識
の
醸
成

に
努
め
て
い
き
た
い
。

職
員
は
市
民
目
線
で
仕

事
が
で
き
て
い
る
か
。

市
民
の
声
が
行
政
に

届
く
よ
う
地
域
に
出
向
く

な
ど
、
市
民
に
対
し
丁
寧

な
対
応
に
努
め
る
。

今
年
４
月
の
組
織
再
編

を
ど
う
評
価
す
る
か
。

不
断
に
組
織
の
整
理

統
合
や
事
務
事
業
を
見
直

し
、
行
政
組
織
機
構
の
肥

大
化
は
さ
せ
な
い
。

市
民
局
は
充
実
し
た
体

制
と
な
っ
た
の
か
。

市
民
局
職
員
の
充
実

は
限
界
だ
が
、
本
庁
各
部

局
と
組
織
的
に
一
体
化
さ

せ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
取
り
組
む
。

庁
舎
再
配
置
は
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

合
併
特
例
債
が
延
長

さ
れ
時
間
が
で
き
た
の
で
、

分
庁
舎
か
統
合
庁
舎
か
は

議
会
を
は
じ
め
地
域
な
ど

で
も
今
後
さ
ら
に
様
々
な

議
論
が
必
要
で
、
財
源
確

保
や
用
地
の
問
題
と
も
ど

も
将
来
を
見
極
め
る
。

首
長
に
は
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
積
極
的
に
語
る
責
任

が
あ
る
。
市
長
の
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

山
陰
近
畿
道
の
建
設

は
、
今
後
本
市
の
都
市
形

成
の
背
骨
と
な
り
影
響
が

大
き
い
。
都
市
計
画
に
よ

り
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
進
め
、
大
宮
峰
山
地
域

の
都
市
拠
点
と
各
町
域
の

地
域
拠
点
を
有
機
的
に
つ

な
ぎ
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

と
集
落
維
持
を
図
る
。

都
市
拠
点
を
早
期
に
造

る
必
要
が
あ
る
。
ど
う
考

え
て
い
く
の
か
。

本
市
ま
ち
づ
く
り
の

命
題
か
ら
若
者
の
移
住
定

住
を
視
野
に
社
会
基
盤
を

整
備
し
、
都
市
機
能
を
集

積
し
充
実
し
て
い
く
。

都
市
拠
点
と
な
る
新
庁

舎
や
中
央
図
書
館
建
設
は

考
え
て
い
く
の
か
。

統
廃
合
す
べ
き
か
旧

町
域
の
に
ぎ
わ
い
を
い
か

に
維
持
す
る
か
等
、
市
民

の
合
意
形
成
を
慎
重
に
図

る
必
要
が
あ
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

今
秋
、
市
内
で
開
催
す

る
山
陰
近
畿
自
動
車
道
早

期
実
現
促
進
大
会
は
３
回

目
と
な
る
が
、
開
催
時
期

や
出
席
者
、
来
賓
等
は
現

時
点
で
あ
る
程
度
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

10
月
21
日
（
日
）
に

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
で

行
う
。
関
係
団
体
、
国
会

議
員
、
国
交
省
・
京
都
府

等
の
幹
部
に
案
内
を
出
し

調
整
中
で
あ
る
。
西
脇
知

事
も
出
席
の
予
定
だ
。

促
進
大
会
を
京
丹
後
市

内
で
開
催
す
る
意
義
と
そ

の
効
果
は
ど
う
か
。

毎
年
東
京
で
決
起
大

会
を
行
っ
て
国
会
議
員
な

ど
に
早
期
完
成
を
要
望
し

て
い
る
が
、
地
元
の
熱
意

は
伝
わ
り
に
く
い
。
地
元

住
民
が
ど
れ
だ
け
こ
の
道

路
を
必
要
と
し
て
い
る
か
、

生
の
声
を
訴
え
る
場
と
し

て
重
要
で
あ
る
。

29
年
度
決
算
か
ら

29
年
度
は
実
質
収
支

が
５
億
４
千
万
円
の
黒
字

だ
。
単
費
で
の
道
路
補
修

事
業
は
入
札
に
お
け
る
最

低
制
限
価
格
が
89
％
位
な

の
で
、
今
の
入
札
シ
ス
テ

ム
な
ら
当
然
入
札
残
が
出

る
。
同
じ
単
費
事
業
な
ら

こ
う
い
っ
た
入
札
残
を
活

用
し
た
施
策
、
例
え
ば
私

が
訴
え
て
い
る
生
活
に
密

着
し
た
身
近
な
生
活
道
路

の
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
補

修
工
事
な
ど
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

過
去
に
は
地
区
要

望
の
前
倒
し
計
上
も
し
て

き
た
が
、
29
年
度
は
災
害

対
応
の
た
め
多
額
の
財
調

基
金
を
取
り
崩
す
必
要
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う

な
施
策
は
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
多
額
の
実
質
収
支

の
黒
字
が
見
込
め
る
場
合

に
は
、
前
も
っ
て
財
政
調

整
基
金
へ
積
ん
で
き
た
。

市
内
経
済
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
は
法
人
市
民
税
の
多

寡
だ
。
製
造
業
は
好
調
だ

が
小
売
業
が
弱
い
。
経
済

対
策
の
総
括
は
。

利
子
補
給
や
信
用
保

証
料
の
補
助
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
な
ど
中
小
企
業
、

小
規
模
事
業
所
の
経
営
安

定
や
設
備
投
資
促
進
を
目

的
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

実
施
し
て
き
た
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

十
月
に
開
催
す
る
山
陰
近
畿
道
促

進
大
会
の
意
義
は

地
元
住
民
の
熱
い
思
い
を
強
く
訴

え
る
こ
と
で
あ
る

新　星　会

金 田 琮 仁

市
長

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
す
る

の
か

社
会
基
盤
を
整
備
し
、
都
市
機
能

を
集
積
し
て
い
く

市
長

政　友　会

水 野 孝 典



料金見直しで公平な料金規定に

暑い中、部活動に励む生徒たち

（17）　2018.11

◆一般質問

高
速
道
路
を
活
用
す
る

大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
に
産

業
振
興
が
あ
る
。
大
宮
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
現
状

の
計
画
で
は
宮
津
、
京
都

方
面
に
し
か
乗
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
森
本
工
業
団

地
な
ど
の
活
用
も
含
め
て
、

峰
山
、
網
野
、
八
鹿
方
面

に
も
乗
り
降
り
で
き
る
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

全
線
開
通
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
が
優
先
で

あ
る
。フ

ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
変
更
は
可
能
か
。

現
在
は
網
野
ま
で
の

都
市
計
画
が
で
き
て
い
る
。

計
画
変
更
を
行
え
ば
可
能

で
あ
る
が
、
大
宮
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
活
用
や
、
地

元
の
活
性
化
が
ど
の
よ
う

に
で
き
る
か
が
盛
り
込
ま

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
料
金
の
見
直
し

公
共
施
設
、
運
動
公
園

や
公
民
館
な
ど
の
貸
館
施

設
に
お
い
て
光
熱
費
や
修

繕
費
な
ど
が
多
く
か
か
る
。

一
部
免
除
や
減
免
な
ど
が

あ
る
が
、
全
利
用
者
か
ら

の
使
用
料
の
徴
収
を
再
考

す
べ
き
で
は
。

公
共
施
設
の
利
用
料

の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
一

部
の
施
設
な
ど
を
除
い
て
、

今
ま
で
金
額
の
見
直
し
を

し
て
い
な
い
。
施
設
も
老

朽
化
し
、
多
額
の
修
繕
費

が
見
込
ま
れ
る
。
公
平
な

料
金
の
見
直
し
を
し
て
い

き
た
い
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
は
。

各
学
校
に
お
い

て
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

設
備
の
問
題
も
あ
り
、
全

体
は
で
き
て
い
な
い
。

給
食
調
理
の
改
善
で
高

機
能
調
理
器
な
ど
の
導
入

を
す
べ
き
。
狭
い
調
理
場

で
も
効
率
的
に
調
理
が
で

き
、
課
題
の
解
決
が
で
き

る
と
思
う
が
。

機
器
の
更
新
時

に
お
い
て
導
入
し
て
い
く

方
向
で
あ
る
。
ま
た
、
本

年
度
末
を
め
ど
に
、
給
食

調
理
に
つ
い
て
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
現
場
の
声

を
聞
い
て
い
く
。

問市
長

問市
長

問市
長

問教
育
長

問教
育
長

議
会
の
議
論
や
財
政
面

等
の
状
況
を
踏
ま
え
て
庁

舎
整
備
計
画
を
精
査
・
検

討
さ
れ
る
考
え
は
。

合
併
特
例
債
が
延
長

と
な
っ
た
。
基
本
計
画
が

出
た
か
ら
必
ず
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。

考
え
る
時
間
も
確
保
で
き

た
の
で
、
財
政
面
や
議
会

の
議
論
も
踏
ま
え
て
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ
て

精
査
・
検
討
す
る
。

４
カ
所
に
機
能
が
分
散

さ
れ
る
が
、
本
庁
舎
機
能

が
集
約
化
さ
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
今
後
の
集

約
化
の
方
向
性
は
。

既
存
の
施
設
を
活
用

す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

の
集
約
化
と
考
え
て
い
る
。

増
築
棟
を
建
て
る
と
60
年

間
固
定
さ
れ
る
。
峰
山
庁

舎
も
大
宮
庁
舎
も
い
ず
れ

活
用
で
き
な
く
な
る
。
本

庁
舎
機
能
の
集
約
化
に
つ

い
て
は
、
20
年
後
・
30
年

後
に
一
カ
所
に
す
る
の
か

ど
う
か
、
庁
舎
の
こ
と
を

し
っ
か
り
議
論
し
、
準
備

を
す
る
時
間
的
な
余
裕
が

持
て
る
。
そ
の
方
が
や
り

や
す
い
と
考
え
て
い
る
。

増
築
棟
に
比
べ
て
ど
れ

だ
け
の
経
費
削
減
が
で
き

る
の
か
、
そ
れ
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
ど
れ
だ
け
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

基
本
設
計
後
の
実
施

設
計
は
金
額
が
増
加
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
ど
れ
だ

け
削
減
で
き
る
の
か
は
差

し
控
え
る
が
、
災
害
や
福

祉
な
ど
に
回
す
。

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の

是
正
策
に
は
、
市
の
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が

小
学
校
教
員
の
空
き
時

間
確
保
の
た
め
、
専
科
教

員
を
配
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
市
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
の
で
、

府
に
要
望
し
て
い
く
。

各
校
に
補
助
教
員
の
配

置
は
で
き
な
い
の
か
。

有
効
で
あ
る
が
、

財
政
面
上
厳
し
い
。

中
学
校
の
部
活
動
指
導

員
の
効
果
と
今
後
は
。

一
定
の
効
果
は

あ
る
。
国
も
増
や
す
意
向

で
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
活
用
し
た
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問

教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

京
丹
後
大
宮
I
C
を
フ
ル
イ
ン
タ

ー
に
で
き
な
い
か

今
は
全
線
開
通
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
が
優
先

市
長

政　友　会

平 井 邦 生

庁
舎
整
備
計
画
、
精
査
・
検
討
す

る
考
え
は詳

細
に
検
討
す
る

政　友　会

由 利 敏 雄

市
長



荒れる農地

Uターン促進につながる新たな奨学金制度を

2018.11　（18）

◆一般質問

市
内
企
業
の
人
材
不
足

は
深
刻
だ
。
ま
た
、
保
護

者
世
代
の
所
得
も
厳
し
い
。

ふ
る
さ
と
に
就
職
し
た
ら
、

返
済
が
不
要
の
新
た
な
奨

学
金
制
度
を
創
設
す
べ
き

だ
。
U
タ
ー
ン
促
進
と
、

保
護
者
や
若
者
の
奨
学
金

返
済
負
担
の
軽
減
に
も
な

る
が
。

市
の
財
政
負
担

が
大
き
く
、
新
た
な
奨
学

金
創
設
は
難
し
い
。

米
軍
レ
ー
ダ
ー
と
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
運
行
に
つ
い
て

米
軍
レ
ー
ダ
ー
が
停
波

さ
れ
ず
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

に
よ
る
救
急
搬
送
の
遅
延

が
発
生
し
た
。
一
歩
間
違

う
と
人
命
を
損
な
う
深
刻

な
事
案
だ
。
再
発
防
止
策

は
充
分
か
。

市
と
し
て
重
い
事

案
と
受
け
止
め
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
や
研

修
、
定
期
訓
練
見
直
し
な

ど
で
再
発
を
防
止
す
る
。

「
食
の
王
国
」
ま
ち
づ
く
り

宣
言
に
つ
い
て

市
議
会
は
、
平
成
28
年

３
月
議
会
で
「
京
丹
後
『
食

の
王
国
』
ま
ち
づ
く
り
宣

言
」
を
決
議
し
た
。
市
は

こ
の
宣
言
を
政
策
に
反
映

さ
せ
て
い
る
か
。

市
の
豊
か
な
食
資
源

を
生
か
し
た
政
策
を
進
め

る
べ
き
、
と
の
決
議
で
議

会
の
意
志
と
受
け
止
め
て

い
る
。
各
種
政
策
に
生
か

す
努
力
を
し
て
い
る
。

美
食
観
光
や
地
産
地
消

の
取
り
組
み
が
市
民
全
体

に
広
が
っ
て
い
な
い
が
。

フ
ル
ー
ツ
ト
レ
イ

ル
事
業
な
ど
を
始
め
た
が
、

参
加
事
業
者
が
少
な
い
な

ど
課
題
も
あ
る
。
市
内
外

の
方
に
、
京
丹
後
の
食
材

の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
す
る
。

市
民
の
多
く
が
「
京

丹
後
の
魅
力
は
美
味
し
い

食
べ
物
」
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
市
民
の
誇
り
に
ま

で
高
め
る
た
め
に
は
、
市

の
ト
ッ
プ
が
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
、
も
っ
と
強
く
打
ち

出
す
こ
と
が
必
要
だ
が
。

市
の
魅
力
発
信
に
大

切
な
こ
と
だ
。
何
と
し
て

も
、
市
民
全
体
が
地
元
の

食
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

問教
育
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
は
難
し
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
市
は
、

ど
の
よ
う
に
支
援
を
し
て

い
く
の
か
。

市
独
自
の
補
助
制
度

を
創
設
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど

の
第
三
者
認
証
取
得
を
目

指
す
農
業
者
に
対
し
、
認

証
に
要
す
る
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
で
支
援
す
る
。

５
年
・
10
年
先
、
果
樹

農
家
の
労
働
力
不
足
に
よ

る
、
農
業
経
営
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

農
業
全
般
に
お
け
る

高
齢
化
に
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
。
機
械
化
、
地
域

の
認
定
農
業
者
、
新
規
就

農
者
等
、
担
い
手
の
確
保

育
成
に
力
を
入
れ
る
。

集
落
で
は
、
高
齢
化
に

よ
り
耕
作
者
が
減
少
し
て

お
り
、
水
田
管
理
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
が

あ
る
。
農
地
を
荒
ら
さ
な

い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

隣
接
の
集
落
、
地
区

単
位
等
で
取
り
組
ん
で
も

ら
い
、
集
落
ぐ
る
み
で
将

来
像
を
描
い
て
取
り
組
む

京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
進
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
て
、
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
を
し
て
い
き
た
い
。

織
物
産
地
の
基
盤
支
援
は

京
丹
後
市
製
造
・
加
工

業
者
経
営
革
新
等
推
進
事

業
補
助
金
は
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
使
い
に
く
い
補
助

金
と
の
声
が
あ
る
が
、
把

握
し
て
い
る
か
。

本
年
度
は
新
た
な
制

度
で
実
施
し
、
開
始
し
た

際
に
は
不
安
の
声
も
あ
っ

た
が
、
京
丹
後
市
商
工
会

や
取
引
金
融
機
関
が
支
援

す
る
こ
と
と
な
り
、
不
安

の
声
は
聞
い
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
織
物
業
界

は
。

織
物
業
界
の
危
機
と

把
握
し
、
事
業
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

織
物
業
界
の
事
業
拡
大
に

む
け
て
、
し
っ
か
り
京
都

府
や
与
謝
野
町
と
共
に
創

業
３
０
０
年
を
機
会
に
、

丹
後
も
の
づ
く
り
を
継
続

発
信
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問市
長

ふ
る
さ
と
就
職
で
返
済
不
要
の
奨
学

金
創
設
を財

政
負
担
が
大
き
く
、
難
し
い

教
育
長

政　友　会

松 本 経 一

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

京
都
府
と
連
携
し
講
習
を
す
る

市
長

政　友　会

和 田 正 幸
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◆一般質問

平
和
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が

開
始
さ
れ
る
な
ど
朝
鮮
半

島
情
勢
の
激
変
で
米
軍
基

地
配
備
の
前
提
が
崩
れ
た

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

防
衛
白
書
は
緊
張
状

況
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て

お
り
米
軍
基
地
は
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

宇
川
の
米
軍
基
地
へ
弾

道
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
御
壁

の
設
置
計
画
は
、
従
来
の

攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
見
解
と
大
き
く
矛

盾
す
る
が
ど
う
か
。

防
衛
省
に
問
い
合
わ

せ
た
が
回
答
は
な
い
。
同

じ
認
識
で
防
衛
省
の
回
答

を
待
っ
て
い
る
。

全
国
知
事
会
が
政
府
へ

地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直

し
な
ど
米
軍
基
地
問
題
で

の
提
言
を
行
っ
た
が
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

大
き
な
意
義
が
あ
る

と
思
う
。
市
町
レ
ベ
ル
で

も
連
携
し
住
民
の
安
全
安

心
の
確
保
、
生
活
環
境
改

善
に
努
め
た
い
。

家
族
農
業
振
興
に
舵
を

戦
後
の
農
地
改
革
と
と

も
に
家
族
経
営
を
支
え
る

制
度
が
作
ら
れ
１
９
６
０

年
に
は
食
料
自
給
率
が

78
％
ま
で
上
が
っ
た
。
こ

れ
ら
の
制
度
の
解
体
と
、

農
産
物
の
輸
入
拡
大
で
農

業
経
営
体
が
激
減
し
、
自

給
率
が
38
％
に
下
が
っ
た
。

市
の
状
況
は
ど
う
か
。

合
併
前
に
比
べ
農

業
経
営
体
は
１
９
４
０
戸
、

40
％
の
減
少
で
あ
る
。

国
連
は
「
家
族
農
業
の

10
年
」
を
呼
び
か
け
農
業

の
大
規
模
化
推
進
か
ら
家

族
農
業
の
振
興
に
大
き
く

舵
を
切
っ
た
。
市
は
小
規

模
農
家
も
含
め
家
族
農
業

の
振
興
を
図
り
食
料
保
障
、

雇
用
の
創
出
、
農
村
の
持

続
性
を
維
持
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

農
地
集
積
や
規
模
拡

大
な
ど
大
規
模
農
家
等
の

育
成
だ
け
で
は
地
域
農
業

は
守
れ
な
い
。
女
性
、
高

齢
者
、
退
職
就
農
者
な
ど

多
様
な
担
い
手
で
農
業
を

支
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

今
後
、
小
規
模
農
家
も
大

切
に
し
な
が
ら
多
様
な
経

営
体
で
の
農
業
経
営
を
推

進
し
た
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

災
害
級
の
暑
さ
の
中
、

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
評
価
を
す
る
。
さ
ら

に
学
校
環
境
衛
生
基
準
で

あ
る
28
度
以
下
の
学
習
環

境
を
維
持
す
る
た
め
に
、

各
部
屋
の
温
湿
度
を
計
測

し
扇
風
機
の
併
用
な
ど
の

工
夫
も
す
べ
き
。
電
気
代

節
約
で
使
用
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
す

べ
き
。
ま
た
生
徒
が
授
業

時
間
の
約
３
分
の
１
を
過

ご
す
特
別
教
室
に
も
空
調

化
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
。

各
教
室
の
温
湿

度
計
測
や
扇
風
機
の
併
用

で
適
切
な
温
度
管
理
に
努

め
る
。
電
気
代
が
不
足
の

場
合
は
補
正
予
算
で
対
応

す
る
。
特
別
教
室
の
エ
ア

コ
ン
も
つ
け
た
い
が
、
要

望
の
強
い
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
優
先
に
考
え
て
い
る
。

優
先
度
、
緊
急
度
を
各
校

と
相
談
調
整
し
た
い
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
、

生
活
困
窮
者
の
暑
さ
対
策

は
ど
う
か
。
生
活
保
護
世

帯
へ
の
夏
季
加
算
な
ど
市

独
自
の
支
援
を
す
べ
き
。

声
掛
け
や
訪
問
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。
生
活
保
護
世
帯
へ

の
市
独
自
の
夏
季
加
算
な

ど
の
支
援
は
で
き
な
い
。

橘
地
域
に
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
新
設
拡
充
を

橘
地
域
の
保
護
者
か
ら

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
の
要
望
を
聞
く
が
拡
充

と
と
も
に
子
育
て
世
代
全

般
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
て

は
ど
う
か
。橘

地
域
の
要
望

も
含
め
、
平
成
31
年
の
子

ど
も
子
育
て
計
画
見
直
し

に
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
で

ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た
い
。

災
害
に
強
い
町
に

現
状
と
課
題
は
。

臨
海
市
で
あ
る
が
故

の
海
岸
漂
着
ご
み
処
理
費

用
の
発
生
は
不
合
理
を
感

じ
る
。
災
害
後
の
査
定
業

務
や
建
設
、
農
林
分
野
の

復
旧
工
事
の
申
請
に
携
わ

る
技
術
職
員
不
足
の
課
題

が
あ
る
。
国
、
府
に
も
事

務
の
簡
素
化
の
要
望
や
河

川
事
業
な
ど
の
際
の
市
の

負
担
分
の
軽
減
や
予
算
要

望
も
し
た
い
。

問教
育
長

問市
長

問教
育
長

問市
長

情
勢
の
激
変
で
米
軍
基
地
配
備
の

前
提
は
崩
れ
た
が

緊
張
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

米
軍
基
地
は
必
要

日本共産党

田 中 邦 生

市
長

特
別
教
室
に
も
空
調
工
事
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か

ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
緊
急
度
、

優
先
度
を
調
整
す
る

日本共産党

橋本まり子

教
育
長
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◆一般質問

若
い
看
護
師
に
安
心
し

て
仕
事
を
続
け
て
も
ら
う

た
め
に
、
院
内
保
育
所
の

設
置
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

現
在
弥
栄
病
院
の
院
内
保

育
所
は
、
病
院
か
ら
少
し

離
れ
た
、
旧
溝
谷
保
育
所

で
行
わ
れ
て
い
る
。
利
用

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は
、

「
病
院
か
ら
離
れ
て
い
る
た

め
、
授
乳
に
行
く
時
間
が

取
れ
な
い
の
で
、
断
乳
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
不
安

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

病
院
の
改
築
中
で
あ
り
、

病
院
内
か
、
近
い
場
所
へ

移
設
が
で
き
な
い
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
計

画
は
な
い
が
、
早
急
に
検

討
し
、
近
い
場
所
を
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
医
師

住
宅
の
整
備
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
近
い
場
所

の
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し

て
、
病
院
付
近
の
医
師
住

宅
も
検
討
し
て
い
る
。

派
遣
労
働
者
の
処
遇
改
善

を
市
役
所
に
は
、
総
合

サ
ー
ビ
ス
（
株
）
か
ら
の
、

51
名
の
派
遣
労
働
者
（
平

成
29
年
３
月
）
が
働
い
て

い
る
。
改
正
労
働
者
派
遣

法
の
施
行
か
ら
３
年
と
な

る
９
月
30
日
に
は
派
遣
受

け
入
れ
の
期
限
が
来
る
。

全
国
で
は
、
派
遣
労
働
者

が
「
雇
い
止
め
」
さ
れ
る

危
険
が
浮
上
し
て
い
る
。

市
や
会
社
の
対
応
は
ど
う

な
る
の
か
。

受
け
入
れ
期
限
の
延

長
の
手
続
き
を
し
て
い
る
。

同
じ
課
に
は
３
年
し
か
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
が
他
の

課
へ
移
動
す
れ
ば
、
引
き

続
き
の
雇
用
が
可
能
で
あ

る
。

買
い
物
難
民
対
策
は

地
域
か
ら
ス
ー
パ
ー
が

無
く
な
る
か
も
知
れ
な
い

と
い
う
不
安
の
声
を
受
け

て
、
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
、
持
続
可
能
な

町
に
す
る
た
め
、
市
と
し

て
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。会

社
の
担
当
者
と
話

し
あ
っ
た
が
、
ま
だ
結
論

が
出
て
い
な
い
。
地
域
の

方
々
と
情
報
を
共
有
し
関

係
部
局
で
協
議
し
、
見
守
っ

て
行
き
た
い
。

問市
長

問市
長

問

市
長

西
日
本
豪
雨
の
際
、
初

め
て
避
難
所
に
避
難
し
た

方
が
「
体
育
館
の
中
は
、

暑
く
て
暑
く
て
大
変
だ
っ

た
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

避
難
場
所
で
あ
る
体
育
館

の
環
境
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
区
長
か

ら
も
テ
レ
ビ
等
、
情
報
共

有
で
き
る
備
品
整
備
の
要

求
も
出
て
い
る
が
。

避
難
所
の
各
体
育
館

に
テ
レ
ビ
整
備
は
難
し
い

が
、
環
境
・
備
品
整
備
は
、

長
期
の
避
難
の
際
は
、
災

害
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
の
台
風
18
号
の

際
、
災
害
廃
棄
物
処
理
、

水
道
の
使
用
問
題
で
区
や

区
長
へ
の
対
応
の
混
乱
が

出
た
。
防
災
対
応
の
た
め

市
民
局
の
人
員
体
制
強
化

が
必
要
で
は
な
い
か
。

初
動
体
制
で
は
、
８

割
の
人
員
を
市
民
局
中
心

に
配
置
し
て
い
る
。

地
域
で
は
、
区
や
自
主

防
災
組
織
を
中
心
に
地
区

防
災
計
画
を
作
り
危
険
箇

所
の
把
握
、
避
難
所
・
避

難
経
路
・
要
支
援
者
の
確

認
等
を
行
っ
て
い
る
。
地

域
防
災
支
援
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
。

市
民
局
を
中
心
に
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
考

え
で
防
災
思
想
の
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

文
化
会
館
改
修
に
つ
い
て

京
都
府
丹
後
文
化
会
館

改
修
の
進
捗
状
況
は
。

文
化
会
館
改
修

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
平
成
31
年
度
に
向
け

て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
本
年
6
月
に
も
、
副

市
長
と
教
育
長
で
京
都
府

に
出
向
き
、
早
期
着
工
・

改
修
を
再
度
要
請
し
た
。

網
野
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

を
庁
舎
解
体
後
の
網
野

町
市
街
地
の
ま
ち
創
り
ビ

ジ
ョ
ン
・
計
画
を
市
と
し

て
早
急
に
提
案
す
る
べ
き

と
再
度
問
う
。

網
野
町
区
長
連
絡
協

議
会
の
要
望
や
意
見
の
取

り
ま
と
め
を
待
ち
、
出
さ

れ
た
要
望
に
、
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
の
実
現
に
向
け

て
対
応
検
討
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

問教
育
長

問市
長

避
難
所
の
体
育
館
は
環
境
・
備
品

整
備
を避

難
所
の
整
備
は
災
害
状
況
に
応

じ
て
対
応
す
る

日本共産党

松 本 直 己

市
長

院
内
保
育
所
を
病
院
内
に

近
い
場
所
を
検
討
し
て
い
る

市
長

日本共産党

平林智江美
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　《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除　松本聖司議員は議長職のため表決権はありません。》

◆特別委員会、賛否一覧

会派名
議
案
の
可
否

政友会 丹政会 日本共産党 新星会 清和会 創明

松
本　

経
一

平
井　

邦
生

藤
田　
　

太

水
野　

孝
典

由
利　

敏
雄

和
田　

正
幸

谷
津　

伸
幸

池
田　

惠
一

中
野　

勝
友

東
田　

真
希

田
中　

邦
生

橋
本
ま
り
子

平
林
智
江
美

松
本　

直
己

金
田　

琮
仁

櫻
井　

祐
策

中
野　

正
五

行
待　
　

実

谷
口　

雅
昭

吉
岡　

豊
和

浜
岡
大
二
郎

京丹後市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部
改正について

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京丹後市子育て支援医療費の給付及び
助成に関する条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

京丹後市介護保険条例の一部改正につ
いて 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度京丹後市一般会計決算認定
について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度京丹後市後期高齢者医療事
業特別会計決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度京丹後市工業用地造成事業
特別会計決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2025年国際博覧会の誘致に関する決議
について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否の分かれた案件を記載しています。

議員名

案　件

議会改革特別委員会を設置

　京丹後市議会基本条例、京丹後市議会政務活動費の交付に関する条例及び京丹後市議会議
員定数条例について、趣旨・目的が達成されているかどうか検証し、議会の改革を進めるた
め調査・検討を行うもの。

設置の目的

 《委 員 長》 　谷津 伸幸
 《副委員長》　吉岡 豊和
 《委　　員》　櫻井 祐策　 田中 邦生　 橋本 まり子　 東田 真希　 平井 邦生
　　　　　　　 行待 　実　 和田 正幸

委員会構成

　調査・検討が終了するまでの間
設置期間

議案に対する各議員の賛否一覧表
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アスベストを大量に使用したことによるアスベスト（石綿）被害は、現在でも、建物の改修・解
体に伴う、アスベストの飛散により、労働者や住民に被害が広がる現在進行形の公害となっている。

労働者について、例えば建設業では重層下請構造や多くの現場に従事することから、労災認定
にも多くの困難が伴い認定されないことが多 あ々るほか、多くの製造業で支給されている企業独自
の上乗せ補償も充実していないことが実態である。

住民については、国は平成 18 年に「石綿による健康被害の救済に関する法律」を成立させ、
その後も医療費・療養手当の支給対象期間の拡大等の改正を行っているが、補償内容としては不
十分なもので、被害者及びその遺族の生活も含めた補償の充実や救済基金の拡充など、制度の抜
本改正を求める声があがっている。

石綿による疾病は、30 年から 40 年という長期間経過したのち発症することが多く、亡くなって
から労働災害が認定される事例や、医学的認定基準を満たさず、労働災害の認定に結びつかない
事例がある。平成 28 年の京都地裁判決、平成 30 年の大阪高裁判決は、建設労働者の訴えに
対して、いずれも国及び建材メーカーの責任を認めるものとなったが、被害者の苦しみは今なお続
いており早期に労働災害が認定されることは、発症した被害者にとって大きな支えとなるものであ
る。また、建設業従事者に対する救済が図られることで、すべてのアスベスト被害者に対する問題
解決に波及するものと考える。

アスベストを含む可能性のある民間の建物は全国におよそ280 万棟あるとされ、その撤去などに
ついての対策も充分とはいえない。

ついては、国におかれてはアスベスト被害者と遺族が生活できる救済の実施とともに、アスベス
ト撤去に係る財政支援強化など、アスベスト問題の早期解決を図る対策を直ちにとるよう強く要望
する。

【全員賛成で可決】

◆意見書、決議

アスベスト救済・解決を求める意見書

2025年国際博覧会の誘致に関する決議
2025年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧会を大阪・関西が一体となっ

て開催することは、新たな産業や観光のイノベーションが期待できるなど、大きな経済効果をもた
らすとともに、全世界に向けて圏域の存在感を示す絶好の機会となり、極めて大きな意義がある。

また、このような国際博覧会の開催は、京都府内における産業振興や観光文化交流等を促進す
るとともに、京丹後市民の健康増進や地域の振興にも寄与するなど、市民生活の向上も期待できる。

よって、京丹後市議会は、大阪・関西における国際博覧会の開催を支持するとともに、誘致実
現に向けた国内機運の醸成など、必要な取組みを推進する。

【賛成 17・反対 4 で可決】

国への意見書の提出と決議



（23）　2018.11

◆政務活動費

３０年度の政務活動費については、上半期の活動を終了し、下記のとおりの実績となりました。

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料につきましては、
　市議会ホームページ（http://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）及び、市議会事務局で閲覧いただくことができます。

会　　　派
無会派議員 上半期（4月～9月）政務活動概要 上半期分

交付確定額

新 星 会

【８月11日～12日　研修活動】
　・福岡県福岡市「政策力アップ基礎講座　上下水道の基
　　礎、官民連携等」
　・福岡県福岡市「福岡市民防災センター」

234,360円

政 友 会

【８月６日～８日　調査研究活動・研修活動】
　・秋田県五城目町「地域活性化支援センターについて」
　・秋田県横手市「政策条例形成について」
　・山形県山形市「住宅リフォーム総合事業について」

484,418円

丹政会
【７月17日～18日　研修活動】
　・東京都「第23回清渓セミナー　住民主体の地方自治
　　を進めるために」

273,760円

松本聖司議長
【７月11日～12日　研修活動】
　・東京都「全国地方議会サミット2018　議会のチカラ
　　で日本創生」

51,208円

政 務
活 動

費
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◆市民の声、あとがき

学
校
と
地
域
は
目
的
を
共

有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

平
成
27
年
12
月
、
中
央

教
育
審
議
会
の
答
申
に
よ

り
、
地
域
と
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、「
連
携
か

ら
協
働
へ
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
示
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
の
「
連
携
」
か
ら
一

歩
踏
み
込
み
、
地
域
と
学

校
は
「
協
働
」
し
て
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
支
え
て

い
く
方
向
性
が
明
確
に
出

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
4
月
1

日
に
は
、
社
会
教
育
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
、
地
域
と
学

校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

連
携
・
協
働
す
る
た
め
の

組
織
的
・
協
働
的
な
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
、
幅

広
い
地
域
住
民
や
保
護
者

等
の
参
画
に
よ
る
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
、
地
域
を
創
生
す
る

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

を
全
国
的
に
推
進
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
、「
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
」
か
ら
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

へ
意
識
転
換
し
、
地
域
が

学
校
を
支
援
す
る
と
い
う

一
方
的
な
形
か
ら
、
学
校

と
地
域
が
目
的
を
共
有
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
・
協
働
し
て
様
々
な
活

動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
地
域
に
よ
る
地
域

の
た
め
の
学
校
づ
く
り
へ

こ
の
よ
う
に
、
現
下
の

わ
が
国
の
教
育
環
境
、
子

育
て
環
境
の
現
状
を
考
え

る
と
、
文
部
科
学
省
が
推

進
し
て
い
る
地
域
学
校
協

働
活
動
の
推
進
な
ど
に

よ
っ
て
、
学
校
が
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
を
一

層
推
進
し
や
す
い
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
地
域
の

市
区
町
村
社
会
教
育
委
員

が
率
先
し
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
必

須
で
す
。

こ
れ
は
、
端
的
に
言
え

ば
、
地
域
の
地
域
に
よ
る

地
域
の
た
め
の
学
校
づ
く

り
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
地
域
を
挙
げ
て
子
育

て
や
学
校
教
育
を
支
援
す

る
方
向
を
志
向
し
な
い
限

り
、
わ
が
国
の
将
来
や
未

来
は
な
い
、
と
い
う
危
機

感
に
立
っ
た
文
科
省
の
教

育
政
策
で
あ
り
、
我
が
国

が
直
面
し
て
い
る
少
子
高

齢
化
と
東
京
一
極
集
中
か

ら
の
脱
却
を
図
る
道
は
他

に
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
社
会
教
育
委
員

は
自
由
な
主
体
と
し
て
、

地
域
社
会
へ
積
極
的
な
働

き
か
け
を
行
い
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

の
た
め
発
信
し
、
行
動
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。子
ど
も
を
守
り
育
て
、

地
域
社
会
の
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
、
社
会
教
育
委
員
は

地
域
の
人
々
と
積
極
的
に

情
報
交
換
し
、
連
携
し
、

力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
課

題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。高校生と赤ちゃんのふれあい交流事業

地
域
の
五
穀
豊
穣
や
安
全
を
祈
願
し
、
各
地
で
伝

統
事
業
と
し
て
親
し
ま
れ
、
毎
年
、
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
秋
祭
り
。
今
年
は
、
非
常
に
強
い
と
さ
れ
た

台
風
24
・
25
号
が
２
週
続
け
て
接
近
し
、
各
地
区
で

安
全
面
も
考
え
て
中
止
や
延
期
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。９

月
定
例
会
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
審
査
を
は
じ
め
、
補
正
予

算
や
条
例
・
陳
情
な
ど
の
審
査
を
行
い
、
課
題
や
論

点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
対
応
を
求
め
て
い
き
た
い
。

高
速
道
路
の
延
伸
効
果
も
あ
っ
て
、
京
丹
後
市
森

本
工
業
団
地
面
積
の
７
割
を
占
め
る
第
一
区
画
に

「
日
本
イ
ン
パ
ク
ト
株
式
会
社
」「
株
式
会
社
真
田
」

２
社
の
進
出
が
決
ま
っ
た
。
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

森
本
工
業
団
地
に
雇
用
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
期
待
し
た
い
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

委　

員　
　

東
田　

真
希

　

〃　
　
　

橋
本
ま
り
子

　

〃　
　
　

浜
岡
大
二
郎

　

〃　
　
　

水
野　

孝
典

委
員
長　
　

谷
口　

雅
昭

副
委
員
長　

田
中　

邦
生

委　

員　
　

松
本　

経
一

　

〃　
　
　

行
待　
　

実

　

〃　
　
　

中
野　

正
五

地
域
と
学
校
が

　
協
働
し
た
子
育
て
を
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あ

が

と

き

京
丹
後
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

す
こ
や
か
俱
楽
部
お
お
み
や

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

（
京
丹
後
市
社
会
教
育
委
員
）

本
城 

昌
彦


